
 

令和 ８ 年度 学校経営環境分析書 

  和庄中学校区 校番 １３ 学校名  呉市立和庄小学校 

１ 学校の内外環境の分析 

外
部
環
境 

（支援的要因） 

〈地域環境〉 
・学校周辺に公共施設や歴史・
文化施設，商店等がある。 

・学校周辺に砂防ダム，災害用
井戸等がある。 

〈教育環境〉 
＊ゲストティーチャー，登校見
守り，地域防災等の学校行事
への参加があり，学校支援の
体制がある。 

○地域社会が落ち着いており,
児童への優しい声かけがあ
り，支援が期待できる。 

・ＮＩＥ実践指定校であり，新

聞を教材として活用すること

ができる。 

〈小中一貫〉 

＊小中一貫が充実し，4校に連

携体制が整っている。 

（強み） 

〈児童・生徒の実態〉 

・異学年で仲良く活動したり，

役割を果たしたりできる。 

＊優しく穏やかな児童生徒が多

い。 

〈教職員集団〉 

＊「チーム」としての意識が高

く，協力して教育活動に取り

組む。 

・児童一人一人に応じた細やか
な指導を行っている。 

・自分の仕事に責任をもち，や

り遂げる教職員が多い。 

・ＩＣＴを効果的に活用した授

業づくりが進んでいる。 

・特定教科について専門性・関
心・意欲があったり研修を積
んでいたりする教諭が多い。 

内
部
環
境 

 

（阻害的要因） 

〈地域環境〉 

＊商業地域と住宅地が混在して
おり，児童生徒を取り巻く環
境が多様化している。 

＊交通量が多く，登下校での安
全面で課題がある。 

・交通量が多く，登下校での安
全面で課題がある。 

・校区に傾斜地があり，土砂災
害や洪水等の危険がある。 

・自然体験や運動ができる場所

が少ない。 

〈家庭環境〉 

・外部機関との連携が必要な場

合がある。 

（弱み） 

〈児童の実態〉 

＊主体的に行動し，最後までや

り切ることのできる児童生徒

が少ない。 
・学力差が大きく，基礎学力の
定着を図らなければならない
児童がいる。 

・既習事項を活用して問題解決
することに課題がある。 

〈学校・教職員〉 
・学校施設の老朽化が進み，修
理修繕が必要な箇所が多い。 

・教職員一人あたりの分掌量が

多い。 

＊和庄中学校共通事項 

 

 

 

 

２ 重点課題 

 

 

 

＊小中一貫教育を推進し，９年間

を通して和庄中学校区で設定

した資質・能力を育成する。 

＊組織として主体的・協働的な学

びを進め，学力向上を図る。 

＊防災教育において，地域の特色

を生かしたカリキュラムマッ

プに基づいた実践を行う。 

・教科担任制を導入し，主体的な
学びを進め，学力向上を図る。 

・ＩＣＴを効果的に活用した授業
づくりや家庭学習を更に一層
進め，学力向上につなげる。 

・保護者，地域と連携し，人を大
事にし，学校や地域社会に貢献
しようとする気持ちを育む。 

〈生徒指導の推進〉 

＊９年間を見通した組織的な生

徒指導を行う。 

＊「和庄中学校区スピリット」の

定着に向け，取組を充実させ

る。 

・DOHM を大切に，自己肯定

感・自己効力感を育成する。 

〈学力向上〉 

＊「対話」と「振り返り」を大切

にし，和庄中学校区授業モデル

による授業づくりを行う。 

・イメージ・既習・経験とつなぎ，
理由付けのある授業づくり。 

・国語科で関心を高めるための予
想学習，確かに読み取るための
工夫等を行う。 

・ＩＣＴの効果的な活用等で基礎
基本の定着を図る。 

〈体力・運動能力の向上〉 

＊「メディアコントロール」の取

組により基本的生活習慣の定

着を図る。 

○体育授業の改善，くれチャレン

ジマッチスタジアムへの参加

等の推進を図る。 

○和庄中学校区で設定した資質・能力を育成する。 

・基礎・基本を定着させ，「考える授業づくり」を実施し，思考力・判断力・表現力を育む。 

・地域の特色を生かしたカリキュラムマップの実践により，家庭を巻き込む防災教育の深化を図る。 

・「和庄中学校スピリット」に基づく児童を育成する。 

・基本的生活習慣の確立や体力・運動能力向上を図る。 

阻害的要因と弱みを克服
する活動・取組は 

支援的要因と強みを生か
した活動・取組は 
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